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バレンタイン献血キャンペーン 2020 開催しました！

2月1日(土)～14日(金)まで、バレンタイン献血キャンペーン2020を開催しました。この
キャンペーンは冬季における血液の安定供給と若年層への献血の理解と協力を促すことを
目的として行っており、今年で30回目となります。キャンペーン期間中は、ライオンズク
ラブ国際協会332-B地区、赤十字奉仕団、盛岡市保健推進員、岩手教区献血たすけあいの
会、三ケ尻自治会連合会などのボランティアの方々のご協力をいただき、400mL献血
1,337名、200mL献血73名、成分献血556名の献血協力が得られました。ボランティアの
方々、献血していただいた方々、ご協力ありがとうございました。

バレンタイン献血
キャンペーンの様子



岩手県赤十字血液センターホームページ https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/

Data 岩手県の献血・供給状況（1月）

岩手県の献血状況 岩手県の供給状況

400mL献血

2,433 人

69%

200mL献血

141 人

4%

血漿成分献

血

609 人

17%

血小板成分

献血

337 人

10%

献血受付者数

3,975人
献血者数

3,520人

【献血状況】

全血献血は200ｍＬ換算で5,007本、400mL献血率

（400mL献血者数／全血献血者数）は97.1％でした。

400mL赤血球

製剤

2,330本

64%

200mL赤血球

製剤

134本

4%

血漿製剤

568本

16%

血小板製剤

583本

16%

供給本数

3,615本

【供給状況】

血漿製剤は血漿成分献血からだけではなく、200mL献血

や400mL献血からも作られています。

新型コロナウイルス（COVID-19)感染症の感染経路として、風邪やインフルエンザと同様に飛沫感染と接触感染の２

種類があると考えられています。飛沫感染は、咳やくしゃみなどで飛び散った唾液などの「飛沫（ひまつ）」に含まれたウイ
ルスが口や鼻の粘膜にふれて感染することです。（主な感染場所：劇場、満員電車などの人が多く集まる場所）
接触感染は、感染した人がくしゃみやせきを手で押さえた後や、鼻水を手でぬぐった後に、手で周りの物に触れると、その
触れた場所にウイルスを含んだ飛沫が付着することがあります。その場所に別の人が手で触れ、さらにその手で鼻、口
に再び触れることにより、口や鼻の粘膜を通じてウイルスが気管支・肺胞内に入り感染します。（主な感染場所：電車やバ
スのつり革、ドアノブ、スイッチなど）

厚生労働省のホームページ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.htmlを加筆修正

感染を予防するためには、この飛沫感染、接触感
染といった感染経路を断つことが大切です。人が多
く集まる場所から帰ってきたときには手洗いを心が
けましょう。アルコールを含んだ消毒液で手を消毒
するのも効果的です。普段からの食事・睡眠などの
抵抗力を強化する健康管理が重要です。また、咳・
くしゃみをする際、マスクやティッシュ・ハンカチ、
袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえる咳エ
チケットを心掛けましょう。
詳しくは厚生労働省からの新型コロナウイルスに
関する情報を参照下さい。

以下に該当する方は「献血」をご遠慮いただいております。

・海外から帰国して「４週間以内」の方
・発熱や咳、呼吸困難などの呼吸器症状等のある方
・新型コロナウイルス感染症（または感染疑い）と診断された方と、４週間以内に濃厚な接触※があった方
・新型コロナウイルス感染症（または感染疑い）と診断された方

※「濃厚接触」とは、必要な感染予防策なしで手で触れること、または対面で会話することが可能な距離（目安
として2メートル）で接触した場合を指します。（厚生労働省 新型コロナウイルスに関するQ&A参照）


